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戦略的ソフトウェア研究フォーラム(SSR) 
ソフトウェアサービス技術シンポジウム

ドメインモデル
（アプリケーション）

エンドユーザ主導のダイナミズムの実現

業務コンポーネント
（ビジネスオブジェクト）

粒度的な粒度的な
ギャップギャップ

エンドユーザ
（業務専門家）

意味的な意味的な
ギャップギャップ

ビジネス

サービス

ソフトウェア

マルチエージェント

アプリケーションフレームワーク

パターン

変化への対応
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1. 受付窓口の検索

2. フォームの取り寄せと記入

3. 受付窓口への提出

「サービス授受＝窓口業務」

受付窓口
窓口利用者

申請書

サービス授受のメタファー

＜手順：「誰に何をどのように頼む」＞
< Who  What  How >のインタフェース
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サービス授受の全体像

MOON (Multiagent-Oriented Office Network)
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業務の専門家による
サービス構築手順

1. サービスの定義

2. フォームの作成

3. 書類の処理方式の設定

4. サーバ（ディレクトリ）への登録

＜柔軟性の実現＞

アプリケーションフレームワーク技術
・差分コンポーネントのプラグイン

・プロパティデータの設定

エージェント技術
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■ 窓口検索支援

サービスの多様な検索

■ フォーム記入支援

自動記入

受付窓口側窓口利用者側 インターネット

記入チェック、オンラインヘルプ

マルチエージェントによる
知的ナビゲーション機能

●ブローカエージェント●ブローカエージェント

●エキスパートエージェント●エキスパートエージェント
●モバイルエージェント●モバイルエージェント

●ユーザエージェント●ユーザエージェント
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エージェント間対話言語 FACL の特徴

Form-based Agent Communication Language 

•「１サービス ＝ １フォーム」

• XMLによる窓口サービスのメタデータ定義

• XMLによるフォームナビゲーション定義

• XMLを用いたメッセージング方式

→ cf. UDDI, SOAP, WSDL
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共通プロトコルの概要

「誰に 何を どのように 頼む」

このインタフェースにちなんだシステム名
wwHww(the Who-What-How with WWW)

Who 「依頼先」

What 「依頼項目」

How 「依頼内容」

受付窓口側窓口利用者側

ユーザエージェント サーバエージェント

すべての窓口への依頼をわかりやすいインタフェースで統一
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XMLによる知的ナビゲーションの実現

クライアント
サーバネットワーク

wwHww
サーバ群

ディレクトリ
サーバ

トランザクション
サーバ

フォーム
サーバ

WWWサーバ

窓口の検索

書類の提出

書類の
記入内容

記入フォーム

窓口情報

提出結果

HTTP

処理結果
wwHww

ユーザエージェント

ディレクトリ
ナビゲーション

フォーム
ナビゲーション

wwHww
プロトコル

(HTTP)

フォーム
の要求

トランザクション
ナビゲーション

HTTP

WWW 
ブラウザ

入力
／操作

表示

窓口サービス定義

XML

記入フォーム定義

XML

DBMS

名簿情報

データベース
インタフェース

名簿管理業務
ワークフロー

システム

XML/HTTPベースの
共通プロトコル

XMLによる
ホットスポットの
メタデータ記述
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サービス連携

複合サービスの実現

外部仕様：フォーム変換

内部仕様：業務ロジックの実現

「モデリング＋シミュレーション」

＊稼働後のサービス変更（モデル変更）への対応

フォーム Ａ

フォーム a3
フォーム a2
フォーム a1

フォーム
変換
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サービス連携のモデリングの例
－M-baseを用いたワークフロー記述－

＜スケジュール決定＞

＜CFP作成・配布＞ ＜投稿論文登録＞

＜プログラム委員選出＞
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おわりに

まとめ
エンドユーザ主導のサービス連携の実現方法

フレームワーク＆エージェント技法
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